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ミ ツ ロ ウ

ミツロウ beeswax(玉川大学では蜂ろうと

記すが,本編では弊社で慣用しており通常呼ば

れているミツロウを用いる)の最初の記録はエ

ジプト王朝時代 (紀元前 4200年前)にミイラ

の保存に使われたことに始まり,紀元前 100年

頃にはアマの糸芯にミツロウとピッチを含浸さ

せて灯明として使われ始め,5-15世紀頃には

ミツロウは通貨として使用されるほどの価値が

あったという.また,処女 ミツパテが天から地

上へ直接舞い降りたという伝説があり,神秘的

な意味を持っことから今日でも教会などのキャ

ンドルにミツロウの使用が規定されている.

現在, ミツロウは世界で年間約 50,000トン

がアフリカ,南米,アジア,ヨーロッパなど世

界各国で生産されており (Crane,1990),日本

には年間約 800トンが輸入されている (表 1).

蓑1 1994年度ミツロウの輸入統計 (JETRO)
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株式会社セ ラ リカ NODA

欧米では利用の伝統も長く盛んであるため多く

の成書があるが (例えば Brown,1995,Cog-

gshallandMorse,1984),日本ではあまり知

られていないので紹介したい.

ミツロウの組成

ミツロウを生産するミツバチは大 きく分け

て,セイヨウミツバチ(Apismelliferla)とトウ

ヨウミツパテ(Apiscerana)に分けられ,それ

ぞれ高酸価 (酸価 17-24),低酸価 (酸価 5-

9)のミツロウを分泌する.

ミツロウは働き蜂 (羽化後およそ 12日から

20日頃) の腹部第 4節から第 7節までの膜面

にある4対のろう分泌腺から鱗状のろう片と

呼ばれるろうを分泌する. ミツバチはこのろう

片を口でそしゃくし,巣の構築を行い,蜂児の

育成,-チミツや花粉などの貯蔵などに用い

る.これを集め固めたものを一般に原ろうと呼

んでいる.

ミツロウの組成は産地,蜂の品種により多少

異なるが一般的な組成を表 2に示 した (府瀬

川,1983).また,Tulloch(1980)も参照され

たい.

組成内容として,炭化水素は高酸価 ミツロウ

中, C21-C35の奇数炭化水素が主で偶数炭化水

素はわずかであるが,低酸価 ミツロウはC23-

C35の奇数及び偶数炭素からなり, 偶数炭化水

素が約 15%を占める.

アルコールとしてC24-C32の偶数炭素のアル

コールを含むが低酸価 ミツロウはC30アルコー

ルが約 70%を占め, 高酸価 ミツロウにはC24-

C32の偶数炭素のアルコールがそれぞれ 16-

30%程度含まれている.
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表 2 ミツ ロ ウ の 組 成

セイヨウミツバチ トウヨウミツパテ

炭 化 水 素 10-14% C21-C35 16-21% C23-C35

ワックスエステル 67-72%

ア ノレ コ ー ノレ

脂 肪 酸

68-75%

C24-C32

C16-C18(C16が82-94%)

遊 離 脂 肪 酸 13-16% 5-9%

C16-C32 (C24が主) C16-C34 (C32が主,C16も多い)

遊離アルコール 1-2%C24-C32 (C30が多い)

そ の 他 約 4%のグリセリドを含む

(C14,C16,C18)

遊離脂肪酸としては,高酸価 ミツロウはC24

が主で低酸価 ミツロウはC32が主成分である

が,その分布パターンはかなり異なっている.

ろうエステル中の脂肪酸はC16脂肪酸が高酸

価 ミツロウでは90%以上を占め,低駿価 ミツ

ロウでは80数%を占める.

ろうエステル中のヒドロキシ酸としては高酸

価 ミツロウではC16がほとんどで,低酸価 ミツ

ロウ中にはC16が 80%以上 C18が 10%程度

含まれる.

精 製

蜂の巣から蜂蜜などを採集 した後の巣板を加

熱してとかすのが普通である.この原ろうから

爽雑物 を取 り除 いた ものを黄 ロウ (cera

flava),脱色 (漂白)したものをさらしミツロ

ウ (ceraalba)と呼ぶ.現在利用されているも

のは,さらしミツロウが一般的で,脱色,脱臭

のグレー ドにより様々な用途に利用されてい

る.

ミツロウには産地による様々な特性の違いが

あり,ことに脱色工程での難易にはばらつきが

ある.考えられる原因としてはミツパテの品種

のちがいなど生物的理由と原ろうにするまでの

人為的理由が影響すると考えられる.ことに

POV (過酸化物価)の上昇は採ろう方法,つま

り人為的な作業に問題があると考えられる.

現在,脱色方法には天日ざらしと吸着法,化

学漂白 (酸化剤による酸化還元法)が行われて

おり,今後,工業的に行われている精製方法の

(府瀬川,1983)

更なる技術革新を行うことは, ミツロウの品質

向上,用途拡大にとって不可欠な課題である.

⊂⊃ F片

口ロ 貝

以前,弊社は玉川大学などと共同で中国のミ

ツロウの品質の向上と安定化,そして何より品

質の原点を由来昆虫 (ミツバチ)から追求する

ことを考え,東洋種,西洋種の2種のミツバチ

を使用し,分泌されたばかりの巣に構築される

前のミツロウが生物的条件,人為的的条件の加

わったミツロウに至るまでを分析 し,品質の特

性解明を行った (吉田 ･佐々木,1995参照).

この中で品質向上の条件として人為的な条件

に深い関係,つまり生産方法にいくつかの諸問

題があると考えられる (吉田 ･佐々木,1995,

図9参照). その中で特記すべきものとして,

ミツバチの品種によるミツロウの組成の違いが

ある.これはトウヨウミツパテは低酸価,セイ

ヨウミツバチは高酸価と分類できる.セイヨウ

ミツバチは品種により産出するミツロウの組成

成分が多少異なり,これによる特性の違いが生

じる.次に巣礎からの影響がある.これは巣礎

の強度の改善目的として ミツロウ以外のセラリ

カ,パラフィンなどの配合をした製品があり,

ミツバチが造巣の際,巣礎をかじり取って巣の

構築に利用するためミツロウへ前記の物質が混

入することがある.また採取後,人為的な影響

としてミツロウの保存時における光,水などに

よりブリーチング,過酸化物の上昇, ミツロウ

の溶解時の加熱による過酸化物の上昇が挙げら



蓑3 ミツロウの芳香成分
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れる.

また, ミツロウの着色,着臭には世界各国の

産地, ミツパテの品種,蜜源の違いが影響を与

えると考えられる.また,着色着臭についての

特筆すべき点は各産地の採ろう方法の違いによ

る爽雑物の混入 (花粉,プロポリス,蜂繭など)

が挙げられ,このことが原ろうの品質に影響を

与える原因の一つと考えられる.芳香成分につ

いては FerberandNursten(1977)が48種

の成分 を見出 し,その うち 28種 について

GC-MSにて同定している (表 3).

用 途

ミツロウの用途は精製グレードにより多岐に

わたる産業へ利用されており,主な用途として

その独特の粘 じん性,乳化性,微結晶性を利用

して化粧品,医薬品,クレヨン,鉛筆,食品製

造の離型剤,また最近ではミツロウの平滑性を

利用して繊維油剤や高分子樹脂滑剤,セラミッ

ク離型剤としても利用されている (図 1).

特にミツロウの乳化性は化粧品用途において

ラノリンと並び古くから天然の乳化剤として注

目されてきた.ほう砂と併用してコール ドクリ

ームに用いられてきた.また,天日晒しと化学

図 1 いろいろなミツロウ製品
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漂白で精製したミツロウによってつくられたク

リームには差異が生 じ,このことは脱色法と乳

化力との間には何らかの相互関係があることを

示している.また,乳化に関してはミツロウ中

のパルミチン酸,セロチン酸などが遊離酸の状

態で多量に含まれているためであり,アルカリ

と反応させた場合には脂肪酸石けんを生成 し,

乳化剤として作用する (山村,1990).

現在,工業用途に使用されているミツロウの

多くは高酸価 ミツロウが中心で,低酸価 ミツロ

ウの需要はわずかであり,用途も限られてい

る.原因としては欧米の消費地ではセイヨウミ

ツパテの産する高酸価 ミツロウが代表的なもの

として扱われた歴史があるからで,そのために

低酸タイプは高酸タイプに比べ組成成分,特徴

などの研究が遅れ,未解明な部分が多い. しか

し,低酸タイプは独特の粘 じん性など高酸タイ

プにはない物性の特徴を持っており,低酸タイ

プのものの需要の拡大が見込めることが予想さ

れ,今後新たな精製法の確立が我々セラリカメ

ーカーとしての責務であると考えている.

おわりに

人間とミツバチとの歴史は長いが, ミツロウ

は他のミツバチ生産物に比べ,比較的研究が浅

く,未知の部分が多い.弊社はミツロウに関し

て今後,様々な物性解明による新用途の研究開

発,抗菌性,抗腫癌性などの医学的見地の研究

など,様々なテーマについて取り組み,特にミ

ツロウ生産地の養蜂業の発展と振興に寄与した

いと考えている.今後,特にミツロウが 21世

紀に向けたファインケミカル分野などの産業を

支える重要なファクターとなることは確実であ

ると期待 している次第である.

最後に弊社の考え方などについて紹介させて

頂きたい.(樵)セラリカ NODA (当時の社名

は野田ワックス)は1993年から5カ年計画で

農林水産省の昆虫産業プロジェクトに参画し,

ミツロウの産地による品質特性の解明を調査研

究している.そもそもセラリカとはスペイン語

の｢cera-ろう,rica-素晴らしい,豊かな｣か

ら天然娘の意味として弊社が世に送り出した言
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葉で,石油系ワックスと違いセラリカは天然が

持っ機能特性,安全性を備えているため,食品

を始め化粧品,医薬品,化成品などに幅広く利

用されており,今後,"セラリが は天然蛸に限

らず新たな天然物の総合代名詞して行くことを

目指している.

また,弊社は ｢セラリカ本物づくり3原則｣

を経営理念として掲げている.すなわち①自然

がすでに生み出していて皆が見過ごし,いまだ

世界にない独創的なものをっくろう.②環境に

優しいのではなく環境が向上する技術をっくろ

う.③セラリカがあるからこそ世の中が明るく

楽 しく希望の持てるようになるものをっくろ

う. この理念に基づいて, 1995年 8月にスイ

スのローザンヌで開催されたアピェクスポ'95

に出展 した.この展示の中で, ミツロウの品質

向上,つまり現在の精製技術の向上だけではな

く,現地からの生産方法の改善 (生産能力の向

上,高品質化)に結びっくように, ミツロウの

世界コンテストを行うことにした.これらの活

動が世界の養蜂業に対して経済的に貢献するこ

とになると考え,養蜂業の中でもミツロウ産業

の発展と振興に寄与することを目的としたもの

であることをっけ加えて報告としたい.

(〒243-03 神奈川県愛甲郡愛川町中津 7202)
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Beeswax,which issecreted from thewax

glandattheabdomenofthehoneybeesand

usedtohoneycomb,hasbeenwidelyappliedto

ourdailylifeevensincetheancientEgyptin

4,200B.C. Nowabout50,000tonsofbeeswax

isyearlyproducedintheworld.

Beeswaxisconsistedofhydrocarbons,alco-

hols,freeacids,estersandothers.Proportionof

thecomponentsfluctuatesgreatlyasthespe-

ciesandthelivingdistrictvary.Adifflcultyin

decolorationduringtherefinementisresulted

from thevariation.

Beeswax,with itsuniquecharacteristics,is

now usedinthedevelopmentofnew products

invariousfieldssuchascosmeticsandfoodsas

wellasfineenglneeringandindustry.Aimed

atdevelopmentofnewapplications,ourcompa-

nyisgolngtOStudyeffectsofthebeeswaxon

humanbeingsfrom themedicalview.andis

striving formore understanding ofthe ab-

undantcharacteristisofthebeeswax.


